
このたび笹木繁男著『ドキュメント  時代と刺し違えた画家  中村正義
の生涯』が刊行されました。
本著は従来の一般書籍とは全く異なる手法で、日本画家中村正義の生
涯をたどったものです。
ご存じのように中村正義は、戦後の荒涼とした 1946 年に開催された、
第 2 回日展（10 月：第 1 回日展は同年の 3 月）に、彗星のように登場
します。敗戦の翌年のことです。

以来日展を主舞台として、生来の肺の病と闘い、一時画業の中断をす
るなど、苦難な道をたどりながら一度の落選もなく 10 回出品しました。
その間特選 2 回、最後の日展では審査員を務め、日展会員となります。
ところがその直後の 1961 年、正義は大方の期待を振り切って日展を脱
退します。特記すべきは、結核が再発し死線をさまよい、日展への出
品を中断して、4年後に日展に再登場した 1957 年以降の 4作です。

爾来自分の描きたい絵を描くと宣言し、貧窮に甘んじ、それを実行に
移しました。また国に買上となった作品を破棄するなど、自作に最後
までこだわった稀有の画家でもありました。

その後、発ガンを自覚しながら「从展」「東京展」を創設し、絵画の変
革を試みましたが、その志半ばで 1977 年 4 月 16 日他界します。享年
52 歳の短い生涯でした。その正義の語られざる画業が、ここで初めて
明らかになります。
本著ではまた、ドキュメントの手法で当時の展覧会評の全文、特定で
きた出品作をすべて明記し、時代の証言も丹念に収録しています。一
方当時のパンリアル美術協会、日本画研究会、从展、東京展、などそ
の全貌が初めて浮き彫りにされ、当時の美術状況も一望できるよう配
意されました。
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